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インド共和国 ベンガル湾深海域  
KG-DWN-2004/6 鉱区権益（探鉱鉱区）の取得について 

 
国際石油開発帝石株式会社（以下、当社）は、当社子会社のインペックス東インド沖石油株式

会社を通じて、インド共和国ベンガル湾深海域（クリシュナ・ゴダバリ盆地）に位置する探鉱鉱

区である KG-DWN-2004/6 鉱区（以下、本鉱区）の 26%権益を、このたび、インド最大の国営石

油・天然ガス会社であるインド石油天然ガス公社（以下、ONGC 社）より取得することについて

合意しましたので、お知らせいたします。この鉱区への参画は、2008 年の経営統合以降、当社が

インドにおいて手掛ける初のプロジェクトとなります。 
なお、本鉱区の権益取得は、インド政府の承認等を含む権益譲渡契約上の先行条件の充足が契

約発効のための条件となります。 
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 本鉱区は、インド共和国東南部チェンナイ市の東方約 700kmの沖合に位置し、水深は約 3,000m、

鉱区面積は 10,907km2です。この鉱区が位置する海域の沿岸域においては 1990 年代以降に探鉱

活動が盛んに行われ、複数の油・ガス田が発見されています。この鉱区が位置するクリシュナ・

ゴダバリ盆地の超大水深域においてもONGC社によって石油・天然ガスが発見されるなど

（KG-DWN-98/2 鉱区）、この鉱区は近年の大水深における石油・天然ガスの探鉱開発技術の進歩

もあり、大規模な石油・天然ガスの埋蔵量の発見が期待できる有望な鉱区です。この鉱区はイン

ド周辺地域で積極的な石油・天然ガス事業を推進するONGC社がオペレーターとして事業を主導

しており、既に地震探鉱のデータ収録作業が行われ、まもなく試掘井を掘削する予定です。 
今回の権益取得により、本鉱区の権益比率は ONGC 社（オペレーター）34%、インペックス東

インド沖石油㈱26％、インド国営ガス会社であるゲイル社（GAIL 社）10%、クジャラート州公

営石油ガス開発会社であるクジャラート・ステイト・ペトロリウム社（GSPC 社）10%、インド

国営石油精製会社であるヒンダスタン・ペトロリウム社（HPCL 社）10%、インド国営石油開発

会社であるオイル・インディア社（OIL 社）10%となります。 
 
大規模な埋蔵量が期待できる本鉱区への参画は、2012 年 5 月に発表した INPEX 中長期ビジョ

ンにおける成長目標の一つである「上流事業の持続的拡大」に資することが期待されます。さら

に、インド周辺地域を中心に豊富な知見を有する ONGC 社とのパートナーシップが強化されると

共に、積極的に石油・天然ガスプロジェクトが推し進められているインド国内における当社事業

の拡大が期待されます。 
 
当社は、今後も大規模な石油・天然ガスの埋蔵量が期待される有望地域への参画を積極的に目

指します。 
 
なお、本件による業績への影響は軽微であります。 

以上 
 
＜鉱区の概要＞ 

鉱区面積： 10,907km2 
水深： 3,000m 
鉱区位置： 離岸距離 約 300km、インド共和国東南部チェンナイ市東方約 700km 

権益比率： ONGC 社：  34％ （オペレーター） 

インペックス東インド沖石油㈱：26％ 

GAIL 社：  10％ 

GSPC 社：  10％ 

HPCL 社：  10％ 

OIL 社：   10% 



              

 
 
＜ONGC 社の概要＞ 

名称： Oil and Natural Gas Corporation Limited 
本社： インド共和国 ニューデリー 

代表者： スディル・バスデバ （Sudhir Vasudeva）会長兼社長 

沿革： ONGC 社はインド最大の石油・天然ガス開発会社であり、同社の現在の石油・

天然ガス生産量は原油換算で日量 124 万バレルである。国内生産量の 64%超を

貢献しているほか、国内における石油・天然ガス鉱区保有数は国内最大。

2011-2012 年期の決算において、売上高 7,688.7 億ルピー（16,052 百万米ドル）、

税引後当期利益は 2,512.2 億ルピー（5,245 百万米ドル）を計上。 

ONGC社はインド国外においても完全子会社の ONGC Videsh Limited 社を通

じて石油・天然ガスの探鉱・開発・生産事業を実施しており、現在 15 ヶ国 30

プロジェクトに従事、原油換算で年間 9 百万トン（66 百万バレル）の石油・天

然ガスを生産している。また同社は年間 15 百万トン（110 百万バレル）の精製

能力を有する世界有数の製油所も保有している。 

従業員数： 33,165 人（2012 年 3 月末現在） 

主たる事業 石油・天然ガスの開発、生産、輸送および精製事業 
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